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熱機関をテーマとした、技術と特許に関する実体験型授業・ ・・・・・・・・・246 

専 10 石川工業高等専門学校  

1）高専教育への知財教育の組み込み 

2）地域の小学生向け出前授業を通じた技術への興味関心の高揚と工夫する 

心の涵養・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・248 

専 11 津山工業高等専門学校  

課題研究(3 年)，経営と知財(5 年，後期)の授業，及びロボット製作部(3～5年)や 

内燃機関同好会の活動(3～5年)を通じて，知的財産権制度を学ぶ・・・・・・・・250 

専 12 大島商船高等専門学校  

1）パテントコンテスト応募を目指した産業財産権教育 

2）産業財産権教育を関連づけた創造演習教育・・・・・・・・・・・・・・・・・252 
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専 13 新居浜工業高等専門学校  

技術者としての知的財産権に関する理解を深め、身近なテーマを題材にして明細書 

作成能力を養う・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・254 

専 14 久留米工業高等専門学校  

課題研究の成果を特許に結びつける試みに関する研究・・・・・・・・・・・・・256 

専 15 都城工業高等専門学校  

アイディアをまとめる方法を体系化し、知的財産権を学ぶ・・・・・・・・・・・258 

 

 

 




